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　人ロの動き
　　4月1日現在
男4，245（一22）
女4，327（一14）
計　　8，572（一36）

世帯数2，257（一　2）
　　（）は前月比較
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平
成
九
年
度
は
、
　
「
第
五
次
川
西
町

総
合
開
発
計
画
」
の
第
二
年
次
と
な
り
、

総
合
計
画
で
定
め
た
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
向
「
快
適
な
暮
ら
し
の
中
に
、

安
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
具
現
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
快
適

で
安
心
し
て
生
活
で
き
、
心
の
と
き
め

き
、
楽
し
さ
、
誇
り
を
実
感
で
き
る
町

に
一
歩
い
っ
ぽ
近
づ
く
べ
く
、
引
き
続

き
全
力
を
傾
注
し
町
政
の
運
営
に
当
た

り
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　
改
革
の
時
代
と
い
わ
れ
る
現
在
で
す

が
、
改
革
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
行
財

政
や
規
制
緩
和
の
分
野
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
町
の
人
口
八
、
六
〇
〇
人
の

う
ち
四
人
に
一
人
は
六
十
五
歳
以
上
の

方
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
で
あ
る
我
町

に
と
っ
て
は
、
例
え
ば
公
共
施
設
の
あ

り
方
、
家
族
の
き
ず
な
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
「
高
齢
者
の

視
点
」
に
配
慮
す
る
意
識
変
革
が
求
め

ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
来
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
見
方
を
す
れ

ば
、
水
質
汚
濁
、
温
暖
化
、
酸
性
雨
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
環
境
悪
化
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

環
境
間
題
は
「
地
球
規
模
で
考
え
地
域

か
ら
行
動
し
よ
う
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

地
球
人
と
し
て
「
環
境
へ
の
配
慮
」
も

従
来
に
も
増
し
て
、
意
識
を
変
え
行
動

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
平
成
九
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題

や
、
二
十
一
世
紀
と
い
う
新
た
な
時
代

に
向
け
た
「
町
民
の
幸
せ
」
を
思
い
な

が
ら
、
刻
々
と
変
化
す
る
町
民
の
二
i

ズ
を
捉
え
、
以
下
の
よ
う
な
主
要
事
業

に
財
源
の
効
率
的
重
点
的
配
分
を
行
い

ま
し
た
。

夢
を
育
む
人
づ
く
り

　
心
豊
か
で
創
造
性
あ
ふ
れ
る
人
づ
く

り
こ
そ
が
、
家
族
の
き
ず
な
や
地
域
の

連
帯
を
高
め
、
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、

情
報
化
な
ど
急
変
す
る
社
会
情
勢
に
対

応
で
き
る
自
立
的
な
地
域
社
会
を
築
い

て
い
く
基
礎
と
な
り
、
住
む
人
の
明
る

さ
や
活
力
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
不
登
校
・

い
じ
め
対
策
と
し
て
昨
年
か
ら
開
始
し

た
教
育
相
談
に
つ
い
て
、
　
「
新
た
に
専

用
電
話
の
設
置
」
、
　
「
相
談
日
の
週
一

日
か
ら
三
日
へ
の
拡
大
」
な
ど
、
相
談

体
制
を
充
実
し
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

に
対
す
る
き
め
細
か
な
相
談
業
務
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
魅
力
と
充
実
感
あ
ふ
れ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
全
小
中

学
校
で
「
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
運
動
推
進
事
業
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
給
食
事
業
に
つ
い
て
は
、
O
I
一
五

七
対
策
を
更
に
強
化
す
る
た
め
、
設
備

備
品
の
充
実
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
地
域
ス
ポ

ー
ツ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
の
一
環
と
し

て
、
本
年
は
「
総
合
体
育
館
大
規
模
改

修
工
事
」
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
長
い
間
の
懸
案
で
し
た
音

響
の
抜
本
的
改
善
と
、
照
明
の
改
善
、

屋
根
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
の
工
事
と
な
り
ま
す
。

　
文
化
事
業
と
し
て
は
、
平
成
七
年
に

開
催
し
た
「
越
後
板
碑
サ
ミ
ッ
ト
」
の

　
　
　
　
ち
　
ぢ
　
わ

内
容
を
、
千
々
和
国
学
院
大
学
教
授
の

ご
指
導
を
い
た
だ
き
学
術
的
レ
ベ
ル
の

高
い
書
籍
と
し
て
出
版
し
、
価
値
あ
る

歴
史
的
資
料
を
川
西
町
か
ら
全
国
に
向

け
情
報
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
文
化
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
賑

わ
い
空
間
創
出
事
業
の
進
捗
に
も
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
が
、
平
成
十
一

年
度
の
着
手
を
目
指

し
基
金
の
積
み
増
し

を
図
る
と
と
も
に
、

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実

す
る
た
め
ピ
ア
ノ
を

購
入
し
、
文
化
団
体

の
利
用
に
供
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
川
西
町
の
本
年
二
月
一
日
現
在
の
六

十
五
歳
以
上
人
口
率
は
、
二
十
五
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
毎
年
一
パ
ー
セ
ン

ト
ず
つ
増
加
し
て
い
く
最
近
の
傾
向
か

ら
、
近
い
将
来
、
人
口
の
三
分
の
一
は

高
齢
者
と
い
う
社
会
に
な
る
こ
と
を
念

頭
に
置
か
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
高
齢
者

が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
　
「
高

齢
者
の
視
点
」
を
大
切
に
し
た
地
域
づ

く
り
が
肝
要
と
考
え
、
新
規
事
業
と
し

て
、
総
合
セ
ン
タ
i
等
の
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
の
一
部
を
洋
式
化
し
、
膝
の
悪

い
お
年
寄
り
の
方
で
も
利
用
し
や
す
い

よ
う
改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
介
護

手
当
支
給
事
業
の
創
設
に
よ
り
、
寝
た

き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
を
日
々
介
護
し

て
い
る
方
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
障
害
者
対
策
と
し
て
は
、
精
神
薄
弱

者
援
護
施
設
「
な
か
ま
の
家
」
が
、
入

所
・
通
所
希
望
者
の
自
宅
待
機
状
態
を

解
消
す
る
た
め
、
平
成
九
年
度
に
施
設

整
備
を
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
広
域
市

町
村
で
、
そ
れ
ぞ
れ
所
要
の
建
設
費
負

担
を
し
ま
す
。
元
町
の
入
所
施
設
は
、

入
所
定
員
六
十
名
を
七
十
五
名
に
、
そ

れ
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
八
名
分
加
え
た

施
設
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
体
育
館

の
新
設
も
行
い
ま
す
。
通
所
施
設
は
、

十
日
町
市
に
新
た
な
施
設
を
整
備
し
、

現
在
定
員
二
十
名
を
四
十
名
に
拡
大
し
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ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
通
所
施
設
は
精
神
障
害

者
社
会
復
帰
施
設
と
合
築
施
工
と
な
り

ま
す
が
、
精
神
障
害
者
施
設
部
分
は
、

入
所
二
十
名
、
通
所
十
名
の
定
員
と
な

り
、
経
営
は
、
妻
有
荘
の
運
営
母
体
で

あ
り
ま
す
「
妻
有
福
祉
会
」
が
当
た
り

ま
す
。
精
神
障
害
者
対
策
と
し
て
は
、

更
に
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
を

創
設
し
、
入
院
患
者
に
月
額
一
万
円
を

限
度
と
す
る
助
成
を
行
い
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

　
少
子
化
に
つ
い
て
は
、
子
供
の
数
が

減
少
し
て
い
る
と
い
う
全
国
的
な
傾
向

で
あ
る
と
と
も
に
、
当
町
の
過
疎
化
と

い
う
要
因
も
複
合
し
、
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
子
供
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
平

成
八
年
度
は
三
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

の
保
育
料
の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
し
た

が
、
平
成
九
年
度
は
更
に
五
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
の
軽
減
を
上
乗
せ
し
、
子
育
て

を
支
援
し
ま
す
。

　
雛

働
く
喜
び
に
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
産
業
づ
く
り

　
平
成
九
年
度
の
農
業
政
策
は
、
　
「
農

業
立
町
を
再
確
認
す
る
年
」
と
し
て
位

置
づ
け
、
農
業
の
担
い
手
確
保
を
最
大

の
課
題
と
し
て
、
川
西
町
農
業
の
新
た

な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
一
つ
に
は
、
　
「
川
西
町
農
業
農
村
活

性
化
長
期
構
想
」
で
示
さ
れ
た
「
川
西

町
農
業
経
営
シ
ス
テ
ム
」
を
平
成
十
二

年
度
を
目
標
に
構
築
す
べ
く
、
具
体
的

実
施
計
画
を
樹
立
し
、
現
状
の
農
業
生

産
組
織
体
の
再
編
統
合
を
中
心
と
し
て
、

担
い
手
の
育
成
確
保
を
図
り
ま
す
。
併

せ
て
、
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン

ド
農
業
対
策
事
業
の
「
担
い
手
育
成
農

地
集
積
事
業
」
や
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や

暗
渠
排
水
な
ど
の
農
業
基
盤
を
再
整
備

す
る
「
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
」

の
平
成
十
二
年
度
を
目
標
に
し
た
導
入

に
よ
り
、

谷
あ
い
を
縫
う
よ
う
に
続
く
稲
穂
の
流
れ
、

守
り
育
て
る
町
農
業
（
大
白
倉
に
て
）

「
川
西
町
農
業
経
営
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
を
担
保
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
に
「
生
産

組
織
、
担
い
手
支
援
事
業
」

を
開
始
し
、
地
域
農
業
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
認
定
農

業
者
に
対
し
て
、
農
地
集

積
や
各
種
研
修
会
へ
の
参

加
な
ど
の
支
援
を
図
り
ま

す
。
新
規
就
農
者
に
対
し

て
も
、
新
た
に
奨
励
措
置

を
講
じ
ま
し
た
。

　
良
質
米
生
産
対
策
と
し
て
は
、
川
西

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
し
て
の
名
声
を
守
る
べ

く
、
農
家
、
農
協
、
普
及
セ
ン
タ
ー
及

び
町
が
一
体
と
な
っ
て
、
品
質
の
維
持

向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
平
成
九
年
度
の
新
規
施
策
と

し
て
は
、
土
づ
く
り
対
策
、
稲
作
コ
ス

ト
低
減
対
策
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
作
期
拡

大
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
仙
田
地
域
の
農
業
農
村
対
策
と
し
て

は
、
新
規
に
農
村
総
合
整
備
事
業
を
導

入
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
総
合
開
発
計
画

の
中
で
、
仙
田
地
域
を
自
然
体
験
交
流

ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
民
俗
資

源
を
活
か
し
、
美
し
い
農
村
空
間
を
創

出
す
る
こ
と
に
よ
り
交
流
の
拡
大
を
誘

発
し
、
加
工
品
開
発
な
ど
新
た
な
農
業

の
展
開
を
模
索
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
平
成
九
年
度
は
、
測
量
設
計
委
託
、

拠
点
施
設
の
用
地
取
得
が
事
業
の
中
心

と
な
り
ま
す
。

　
県
営
事
業
関
係
で
は
、
坪
山
防
災
ダ

ム
が
試
験
湛
水
も
終
了
し
今
春
の
供
用

開
始
と
な
り
ま
す
。
長
福
寺
防
災
ダ
ム

に
つ
い
て
は
、
築
堤
工
事
が
平
成
九
年

度
で
ほ
ぽ
完
了
、
十
年
暮
れ
に
は
試
験

湛
水
、
十
一
年
春
に
は
か
ん
が
い
開
始

の
予
定
と
な
り
ま
す
。
松
葉
沢
ダ
ム
に

つ
い
て
は
全
体
実
施
設
計
に
入
り
ま
す

が
、
早
期
完
成
を
期
し
て
国
県
に
働
き

か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
年
度
に
ほ
ぽ
完
了
の
見
込
み
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
造
林
事
業
は
、
町

行
分
収
造
林
が
ス
タ

ー
ト
し
て
か
ら
二
十

二
年
が
経
過
し
、
各

植
栽
団
地
の
土
壌
な

ど
の
状
態
に
よ
り
成

育
度
に
バ
ラ
ツ
キ
が

見
ら
れ
る
た
め
、
成

育
度
調
査
を
実
施
し
、

今
後
の
保
育
管
理
の

見
直
し
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
な
お
、

道
路
と
ま
ち
を
一
体
的
に
整
備
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
（
中
央
町
に
て
）

成
育
不
良
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
試
験

的
に
肥
料
木
の
植
栽
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

快
適
で
美
し
い

　
　
　
　
　
　
環
境
づ
く
り

　
町
民
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
は
、

緑
豊
か
な
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
環

境
の
中
に
求
め
ら
れ
る
と
、
　
「
川
西
町

快
適
で
美
し
い
環
境
づ
く
り
条
例
」
を

議
会
に
上
程
し
ま
し
た
。
自
然
環
境
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
大
切
に
し
、
環
境

へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
を
築

き
、
快
適
環
境
を
将
来
の
世
代
に
引
き

継
ぎ
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
下
水
道
事
業
は
巨
額
な

資
金
を
必
要
と
す
る
事
業
で
す
が
、
平

成
九
年
度
も
引
き
続
き
最
重
点
事
業
と

し
て
実
施
し
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
事

業
は
、
仙
田
地
区
が
平
成
九
年
度
で
完

成
と
な
り
、
元
町
新
町
地
区
は
処
理
場

の
建
設
を
し
ま
す
。
千
手
地
区
の
特
環

公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成
九
年
度
末

の
供
用
可
能
区
域
は
伊
友
か
ら
総
合
体

育
館
ま
で
伸
び
、
残
す
と
こ
ろ
は
霜
条

と
鶴
吉
だ
け
と
な
り
ま
す
。
以
上
の
他

に
合
併
浄
化
槽
処
理
も
含
め
る
と
、
平

成
九
年
度
末
の
町
全
体
の
下
水
供
用
可

能
率
は
九
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
見
込
み

と
な
り
、
当
初
計
画
よ
り
も
二
年
早
い

平
成
十
一
年
度
に
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

達
成
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
事
業
で
す
が
、
豪
雪
地
に

あ
っ
て
、
ま
た
現
代
の
自
動
車
社
会
に

あ
っ
て
、
広
い
街
路
が
あ
る
こ
と
は
、

住
み
や
す
い
「
ま
ち
」
と
し
て
の
活
力

を
育
て
る
基
礎
条
件
で
は
な
い
か
と
考

え
、
千
手
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業

の
調
査
に
本
格
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
賑
わ
い
空
間
創
出
事
業
」
と
一
体
的
に

計
画
さ
れ
整
備
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
事
業
が
進
捗
し
た
場
合
は
、

ポ
ス
ト
下
水
道
事
業
と
し
て
、
当
面
最

大
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
な
る
も
の
で

す
。
な
お
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
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捗
す
る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
事
業
が
住

民
参
加
を
基
本
と
す
る
も
の
で
、
関
係

住
民
の
皆
様
が
、
自
分
の
住
む
「
ま
ち
」

を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
の
か
、
し
て
も

ら
い
た
い
の
か
、
そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
構
築
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て

い
ま
す
が
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
よ
う

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
平
成
九
年

度
は
都
市
と
し
て
の
将
来
像
を
確
立
す

る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

作
成
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て

土
地
区
画
整
理
事
業
の
基
本
計
画
策
定

に
む
け
た
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
道
路
交
通
対
策
と
し
て
、
平
成
九
年

度
の
町
道
整
備
は
、
改
良
六
路
線
、
舗

装
六
路
線
、
維
持
補
修
十
一
路
線
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
国
県
道
の
関
係
で
は
、

国
道
二
五
二
号
の
上
野
交
差
点
改
良
工

事
が
、
い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
き
ま
す
。

　
克
雪
住
宅
奨
励
事
業
で
は
、
建
築
組

合
な
ど
の
強
い
要
請
も
あ
り
、
自
然
落

下
方
式
も
補
助
金
上
限
を
設
定
し
引
き

続
き
適
用
す
る
と
と
も
に
、
平
成
九
年

度
以
降
の
融
資
に
つ
い
て
は
、
償
還
期

限
を
最
高
十
五
年
と
し
ま
し
た
。

楽
し
さ
広
が
る

　
　
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
過
疎
地
に
と
っ
て
活
力
と
な
る
の
は

「
賑
わ
い
の
場
」
で
す
。
町
民
全
体
の

宝
で
あ
り
、
年
間
十
万
人
の
利
用
の
あ

る
千
手
温
泉
を
核
と
し
「
感
性
を
刺
激

す
る
場
」
、
　
「
楽
し
み
の
場
」
、
　
「
安

ら
ぎ
の
場
」
、
　
「
癒
し
の
場
」
と
な
る

よ
う
な
「
賑
わ
い
空
問
創
出
事
業
」
を

積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

計
画
は
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
と
一

体
的
に
進
め
ま
す
が
、
「
賑
わ
い
空
間
」

の
受
け
持
つ
分
野
は
、
有
機
的
に
連
携

さ
れ
た
文
化
施
設
、
温
泉
施
設
、
商
業

施
設
な
ど
の
整
備
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。　

な
お
、
こ
の
事
業
の
成
否
も
「
土
地

区
画
整
理
事
業
」
と
同
様
、
関
係
住
民

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
当
然
な
が

ら
、
関
係
諸
団
体
が
行
政
と
一
体
と
な

り
、
自
ら
の
事
と
し
て
熱
意
を
持
ち
、

困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
も
推
進
し
て

い
け
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と

認
識
す
る
も
の
で
す
。
平
成
九
年
度
は
、

各
施
設
の
配
置
、
規
模
、
機
能
な
ど
の

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
総
合
緑
地
公
園
と
し
て
整
備
し
て
き

た
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、
昨
年

秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
完
成
に

よ
り
、
個
性
あ
る
観
光
交
流
施
設
と
し

お
湯
に
つ
か
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
、

話
も
は
ず
み
ま
す

て
長
岡
、
柏
崎
圏
域
ば
か
り
で
な
く
、

遠
く
は
新
潟
圏
域
か
ら
も
多
く
の
お
客

様
が
来
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

九
年
度
は
、
よ
り
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し

た
総
合
緑
地
公
園
と
し
て
の
魅
力
を
確

立
す
る
た
め
、
中
子
台
地
か
ら
節
黒
城

跡
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
連
絡
道
の
整
備
を

行
い
、
余
暇
活
動
の
場
と
し
て
、
多
様

な
価
値
観
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応

で
き
る
も
の
に
し
ま
す
。

　
仙
田
地
域
の
定
期
バ
ス
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
室
島
、
中
仙
田
、
赤

谷
、
岩
瀬
の
四
集
落
に
乗
り
入
れ
て
い

ま
す
が
、
昨
年
秋
の
渋
海
ト
ン
ネ
ル
の

開
通
と
い
う
条
件
整
備
も
あ
り
、
今
春

四
月
か
ら
臼
倉
地
域
へ
一
旦
二
往
復
の

運
行
を
し
ま
す
。
過
疎
地
域
の
公
共
交

通
機
関
と
い
う
も
の
は
、
特
に
高
齢
者

に
と
っ
て
は
「
足
」
と
な
り
、
生
活
を

支
え
、
人
生
の
楽
し
み
を
広
げ
る
も
の

に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
福
祉
対
策
と

し
て
も
そ
の
価
値
を
重
視
す
る
も
の
で

す
。

開
か
れ
た
自
主
的

　
　
　
　
　
　
行
政
の
推
進

　
「
民
主
主
義
」
、
　
「
主
権
在
民
」
い

ず
れ
の
言
葉
も
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は

町
民
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
町
を
愛
し
、
地
域

社
会
の
担
い
手
と
し
て
自
立
し
、
積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
え
ん

姿
が
求
め
ら
れ
る
所
以
が
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
住
民
自
治
、

自
立
の
原
則
を
確
保
す
る
こ
と
こ
そ
が

地
方
分
権
の
趣
旨
で
あ
り
、
必
要
以
上

に
行
政
が
肥
大
化
す
る
こ
と
を
食
い
止

め
、
多
様
な
住
民
二
i
ズ
に
応
え
る
こ

と
に
も
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
町
民
の
自
主
性
、
創
造

性
を
発
揮
で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
り
、
一
昨
年
十
一
月

に
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
将
来
の
情
報
公
開
化
に
備
え
た
取
り

組
み
と
し
て
は
、
文
書
管
理
改
善
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
内
容
は
、
役
場
裏
の

桜
木
駐
車
場
に
車
庫
兼
用
の
書
庫
棟
を

建
設
し
、
文
書
保
存
の
一
元
化
を
図
る

と
と
も
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

試
験
導
入
に
よ
り
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

を
改
善
し
ま
す
。

　
戸
籍
事
務
に
お
い
て
は
、
将
来
の
電

算
化
に
も
備
え
、
除
籍
謄
本
等
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
を
実
施
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
昨
年
九
月
の
合
併
四
十
周
年
記
念
式

典
に
お
招
き
し
た
、
兵
庫
県
柴
生
川
西

市
長
の
ご
提
案
に
よ
り
、
本
年
「
川
西

サ
ミ
ッ
ト
」
が
実
現
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
二
月
中
旬
に
一
回
目
の
事
務

レ
ベ
ル
協
議
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
ど
の
よ
う
な
分
野

に
現
し
て
い
く
か
意
義
あ
る
も
の
に
育

て
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

罰
繊
額
螺
粟
艦
の
愛
癒
募
集
、
　

濫
騰
㈱
魏
灘
灘
灘
鍵
ー
纐
難
鱗
難
篠
叢

㍊
懸
翻
懇
麟
灘
麹
罰
楼
繭
緑
灘
瞬
　
懸
縫
．
、

嚇
灘
綴
葉
敵
難
嚢
鵜
癒
緬
縫
羅
鷺
躍
慈
、

鍵
灘
馨
灘
楼
懲
灘
纐
蓬
お
鱗
．
．
．
難
溺
・
』

嚢
逡
蒲
葬
難
繍
選
灘
慧
愚
灘
灘
』

『
蔑
縷
影
隷
謬
．
驚
難
嶽
灘
響
讐
雛
灘
．

縫
灘
鑑
議
饗
癖
灘
曇
曇
饗
．
鱒
・

拳
灘
灘
灘
溝
犠
製
ぽ
鎌
議
獲
穣
醗
、
．
二
．

．
難
霧
、
犠
灘
　
電
議
雛
懸
遷
灘
称

　
　
獲
整
麟
懸
叢
縢
獲
、
國
鰹
一

　
簸
漏
叢
潤
講
纐
灘
麹
繊
懇
織
繍

．
．
総
諜
諜
驚
驚
難
國
蕪
…
◎
驚
鶏
．

　
灘
騰
灘
察
繊
難
灘
鎌
滋
　
辮
蕪
騰
織
…

蕩
、
、
闇
発
謙

◆
蝶
溺
・
灘
辮
“
灘
懸
撫
鶏
。
圃
瀦
箋
．

数
欝
錫
叢
懸
灘
選
縫
灘
縷
叢

繊
叢
贔
』
搬
雛
灘
鑓
縁
羅
灘
灘
黙
雛
逡

　
灘
鍵
謹
鎌
灘
灘
鞠
鎌
擬
灘
鮮
灘
ー
欝

　
　
欝
馨
。
採
駕
灘
嗣
霧
鋤
癒
蒙
嚢
灘
．

－
、
、
懲
『
藻
灘
灘
鍵
懇
謹
鍛
簾
．
繊
雛
灘
ー

．
…
嫉
餐
欝
響
。
、
懸
灘
繕
㈱
癒
蒙
灘
灘
灘

凱
　
繍
選
饗
霧
鍵
鎌
捉
雛
議
鑓
繕
嚢
謄
灘

、
．
雛
．
㎜
講
ー
餐
謹
灘
鐵
欝
鱗
諜
嚢
．

『
難
彰
癒
鎌
灘
葱
難
議
騰
逡
懸
縁
藥
騰
”

購
灘
麟
爾
灘
譲
灘
灘
欝
楼
懸
騰
難
灘
懇

腰
．
菱
蒙
鐵
⑳
懇
灘
鎌
闘
嚢
謹
態
饗
灘
嚢
簗

、
粥
懸
飼
灘
灘
難
饗
灘
撚
旗
㈱
灘
ー
餐

　
灘
慈
難
灘
髄
る
鑑
灘
讐
懲
態
難
犠
徴
懇

』
『
．
．
　
繊
。
嘉
灘
鞠
灘
懸
ー
難
諜
灘
楼

　
』
漁
國
講
饗
顕
嚢
叢
欝
難
掘
懸
叢
懸
雛

鞠
慧
騰
。
懸

・
嚢
鋤
懸
き
懲

難
篠
簸
難
爾

『
撚
濾
瀕
灘
聴

．
態
聴
髄
義
難

繕
諜
襟
。
』
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］
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。
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竃

観

鰯

竃

矯

竃

窺

羅

織

窺

竃

窺

◎

翻

欝

窺

窺

窺

◎

◎

◎

◎

翻

翻

◎

◎

◎

花のあるまちづくりを推進、ひまわり
花壇整備事業

　
町
で
は
、
町
内
の
各
種
団
体
や
グ
ル

ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
・
資

源
な
ど
を
活
用
し
て
行
う
、
個
性
的
で

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
に
対
し
て

「
地
域
活
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」

と
し
て
助
成
し
、
住
民
自
ら
行
う
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
八
事
業
を
支
援
し
、
助
成

金
総
額
は
三
二
五
万
四
千
円
で
し
た
。

助
成
対
象
事
業
内
容
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。
あ
な
た
の
地
域
で
も
積
極
的
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
予
算
等
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
早

目
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

請
多
数
の
場
合
に
は
、
予
算
の
範
囲
内

で
、
補
助
金
や
補
助
率
を
調
整
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

團匪翻◎竃◎…●…竃翻◎翻篭翻竃竃◎◎◎◎◎◎竃翻圏巨團匠◎◎翻◎翻翻φ團曜竃覇圃匠縦…●…覇圃医φ観竃竃覇鰯◎◎翻づ翻縦…●…竃◎鰯毫翻Ωき劇窺◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎

★事業実施団体などの範囲

　地域づくりを目的に組織された構成員5人

　以上のグループや、各集落、PTA、老人会、

　青年会、芸能保存会などの団体を助成対象と

　します。

★事業採択の基準

　①地域固有の歴史、文化、景観、産業、その

　他の特性及び資源を活用し、又は新たに創

　造することにより、地域の魅力と活力の向

　上を図る事業であること。

　②補助対象事業費（補助対象となる事業経費の

　合計）が10万円以上の事業であること。

　③団体などが自ら行う事業であって、原則と

　して単年度で完了する事業であること。

　④宗教行事や宗教的色彩の強い祭具・備品

　　（御輿など）は対象外であること。

　⑤国・県及び町の他の補助金、負担金などを

　受けて実施する事業は、原則として対象外

　であること。

★補助対象となる事業経費

　助成対象となる事業経費は、主に設計管理

　などの委託費、工事請負費、備品購入費、消

　耗品費、印刷製本費、会場・物品などの借用

　料、会議茶菓代、講師謝礼金、通信運搬費、

　物品製作費、調査・研究などの旅費、原材料

　費などです。

★補助率などの基準
　①補助率は補助対象事業費（補助対象事業経

　費の合計）の60パーセント以内。　（特例と

　して町が必要と認めた事業は80パーセント

　以内まで認める）
　②補助金交付限度額はハード事業で200万円ま

　で（特例は265万円）、ソフト事業で50万円

　まで（特例は65万円）までとする。

★たとえばこんな事業が対象に

　①ハード事業の一例

　・ショウブ園の造成や集会所周辺に花壇を

　　設置するなど、花いっぱい事業。

　・けやき、イチョウ、桜等の街路樹を植え、

　　美しい景観をつくる事業。

　・夏季イベントでの雪活用事業。　（雪保存

　　場所の整備や保存シートの購入）

　・集落の入り口に、集落をPRする大看板を

　　設置する事業。

　②ソフト事業の一例

　・村づくり基本計画策定事業。　（意識調査

　　・解析・計画樹立など）

　・手作りの川西のど自慢大会の企画実行。

　・かぐら等地域の伝統芸能を復活させ

　　る事業。

　・落語などの演芸会、講演会など

　　の企画実行。

　・住民が楽しく参加できる、ユニ

　　ークなイベントの企画実行。

詳しくは開発課振興係までお問い合わせください。費68－3111（内線3柁）

繊翻◎◎鰯竃竃鰯◎翻鰯◎鰯◎◎◎鰯続◎窺◎◎◎◎◎爾◎綱綱◎◎◎鰯◎◎◎◎翻続◎◎◎窺醐鰯◎◎醐羅◎竃◎議棄◎翻◎◎

◎

窺

◎

◎

◎

◎

羅　
　
働

愚　
　
融

◎

9．4．10⑧



平成8年度地域活性プロジェクト支援事業一覧表

申請団体 事業名・場所 内　　　　　　　　容
経　　　　　　　　　費

収　　　　入 支　　　　出

三分団成年会

代表　小林良房

会員　　　51人

《事業名》

　三分団子供相撲ふれあ

　い事業

《場所》

　中屋敷、寺尾、木島

1お年寄りの応援席用テントの購入

2本部席用テントの購入

3照明器具、トロフィー購入

4子供相撲のほか、各種行事に使用

　　　　　　　　　円
町補助金　　　　　238，000

自己負担金　　　　160，000

　　　　　　　　　円
屋形テント　2張　339，000

照明装置　　　　　　29，000

軍配　　　　　　　　30，000合計　　　　398，000

合計　　　　398，000

臼進会

代表　江口忠一

会員　　　18人

《事業名》

　〈桜の郷〉臼倉づくり

　事業

《場所》

　臼倉地内

1桜防除機の購入

2臼倉地内各所への桜の植樹

町補助金　　　　1，106，000

自己負担金　　　　344，498

防除機一式　　　　402，020

桜の苗木・囲材　　821，425

植樹工事一式　　　227，053合計　　　1，450，498
合計　　　　1，450，498

ビデオクラブか

わにし

代表　高橋直人

会員　　　18人

《事業名》

　『川西町40年のあゆみ』

　ビデオ制作・上映事業
《場所》

　町内全域

1合併当時から現在までを資料を駆使してビデ

　オ化

2ビデオ作成用機器の購入

3町民を対象にした上映会の開催

4公民館等での貸出し

町補助金　　　　　230，000

自己負担金　　　　58，083

ビデオテープ　　　　3，831

ワイヤレスマイク　147，290

講師等謝礼　　　　80，000

使用料・会議費　　56，902

合計　　　　288，083

合計　　　　288，083
ひまわりグルー

プ
代表　清水ケイ

会員　　　8人

《事業名》

　ひまわり花壇整備事業
《場所》

　大字中屋敷地内

　（松屋織物裏幹線沿い）

1花壇の整備

　・土づくり

　・苗、球根定植、種まき

　・アーチフェンス取付

　・啓発看板設置

町補助金　　　　　70，000

自己負担金　　　　88，000

苗・種子・肥料代　58，000

アーチフェンス他　15，000

啓発看板代　　　　85，000合計　　　　　158，000

合計　　　　158，000

川西モトクロス

場管理組合

代表　小林正夫

会員　　　5人

《事業名》

　川西モトクロス場管理

　施設整備事業

《場所》

　川西モトクロス場内

1管理施設電気工事

2場内放送設備整備

町補助金　　　　　278，000

自己負担金　　　　185，500

出資金　　　　　　51，500

電気工事　　　　　206，000

場内放送設備　　　309，000

合　計　　　　　515，000

合　計　　　　　515，000

風無草の会

代表　丸山キミ

会員　　　15人

《事業名》

　ふるさとの食文化伝承

　事業

《場所》

　町内一円

1年中行事と食べ物の聞き取り調査

　（年配者から話を聞き取り、カード化）

2調査した食べ物を実際に作って食文化を再現

3上記の内容をまとめて出版する

町補助金　　　　　550，000

自己負担金　　　　74，000

販売代金　　　　　300，000

図書印刷代　　　　824，000

講師謝礼　　　　　50，000

送迎・会議費　　　20，000

カード代・コピー代30，000合計　　　　924，000

合計　　　　924，000
除雪ボランティ

ア「夢雪隊」

代表　上村保弘

会員　53人

《事業名》

　除雪ボランティア活性

　化事業

《場所》

　町内一円

1専用除雪ウエアを製作して除雪作業に活用

2要請に基づき要援護世帯に除雪ボランティア

　を実施

3共通ウエアを着用することで作業の安全性確

　保

町補助金　　　　　193，000

自己負担金　　　　129，260

社協補助金　　　　30，000

除雪ウエア　60着309，000

隊名プリント代　　43，260

合計　　　　352，260

合計　　　　352，260

小脇盆楽会

代表　斉木正幸

会員　　　10人

《事業名》

　小脇ふれあい文化事業
《場所》

　小脇地内

1ビデオCD機器を購入してふれあい事業を実施

2複写機を購入して文書作成や文化活動に活用

3集落コミュニケーションの活性化事業を実施

　（お楽しみ会、里帰り会、盆楽会、のど自慢

　会等）

町補助金　　　　　589，000

自己負担金　　　　148，274

ビデオCD機器一式492，134

複写機　　　　　245，140

合計　　　　737，274 合計　　　　737，274
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▲ユニフォームをそろえた除雪ボランティア「夢雪隊」

▲県下一の「カスミザクラ」を中心に桜の里づ

　くりに取り組む白進会
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合
併
か
ら
現
在
ま
で
を
ビ
デ

〈
オ
化
し
、
上
映
会
を
行
う



　
平
成
八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
川
西
町
総
合
開
発
計
画
」
の
基
本
方

向
は
『
快
適
な
暮
ら
し
の
中
に
安
ら
ぎ

と
感
動
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』
。
こ
の

計
画
策
定
に
当
た
り
、
平
成
六
年
度
に

実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

「
川
西
町
ら
し
さ
は
何
か
」
の
間
い
に

対
し
、
約
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が

『
四
季
の
変
化
と
豊
か
な
自
然
』
と
答

え
、
　
「
川
西
町
は
将
来
ど
ん
な
町
に
発

展
し
て
欲
し
い
か
」
と
の
間
い
に
は
、

約
二
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
『
自
然

環
境
中
心
の
町
』
と
答
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
春
の
ブ
ナ
の
芽
吹
き
に
始
ま

り
、
夏
の
深
緑
と
清
流
、
秋
の
紅
葉
、

冬
の
雪
と
四
季
折
々
の
楽
し
み
が
あ
り
、

自
然
の
美
し
い
町
だ
と
感
じ
ら
れ
て
お

ら
れ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
も
感
じ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
生
活
が
豊
か
に
便

利
に
な
っ
た
反
面
、
ご
み
は
ど
ん
ど
ん

増
え
、
空
き
缶
、
食
べ
物
の
ご
み
、
た

ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
が
道
路
や
空
き
地

に
散
乱
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
美

観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚
染

に
も
波
及
し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原
因
因
子
と
な
り
、

自
然
破
壊
、
水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
へ

と
進
み
、
環
境
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
以
上
環
境
を
悪

　
　
　
　
　
　
く
し
な
い
た
め
に
、
み

　
　
　
　
臨

　
　
　
　
　
　
ん
な
の
で
き
る
事
か
ら

　
　
　
　
　
　
始
め
よ
う
と
「
ポ
イ
捨

　
　
賊
　
巌

　
　
　
　
撃

こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
か
、
空
き
缶
拾
い

　　き
灘臨

て
禁
止
」
や
「
リ
サ
イ

ク
ル
運
動
」
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

環
境
保
全
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
る
方
も
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

で
も
、
自
分
の
所
だ
け

は
き
れ
い
に
し
て
お
く

け
れ
ど
、
そ
れ
以
外
に

は
無
関
心
で
、
平
気
で

ご
み
や
た
ば
こ
の
ポ
イ

捨
て
を
し
て
い
る
人
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
今
度
、
住
民
だ
け
で
な
く
町
内
に
来

た
人
達
に
も
環
境
保
全
の
協
力
を
し
て

も
ら
お
う
と
、
十
日
町
市
、
津
南
町
、

中
里
村
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
四
市
町
村

同
時
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
の
条
例
名
は

「
川
西
町
快
適
で
美
し
い
環
境
づ
く
り

条
例
」
。
町
、
町
民
、
事
業
者
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
環
境
の
美
化
、
緑
化
の
推

進
に
努
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
条
例
の
第
十
条
で
は
「
町

民
等
は
、
公
共
の
場
所
等
に
み
だ
り
に

空
き
缶
そ
の
他
の
廃
棄
物
を
捨
て
て
は

な
ら
な
い
」
と
し
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

を
禁
じ
て
い
ま
す
。

　
町
民
一
人
ひ
と
り
の
普
段
の
心
が
け

で
、
こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
後
と
も
町
の
環
境
美
化
や
保

全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

．
睡
羅
繍

　
　
　
　
欄

、
齪

　
　
　
灘
繍
灘

議
難
．
闘

水
遊
び
の
で
き
る
き
れ
い
な
川
（
岩
瀬
に
て
）

犬
・

ね
こ
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

　
犬
や
ね
こ
は
あ
な
た
の
家
族
の
一
員
、

深
い
愛
情
と
飼
育
に
適
し
た
環
境
が
必

要
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
き
ち
ん
と

飼
い
、
次
の
こ
と
に
心
掛
け
、
心
豊
か

な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

一
だ
い
じ
な
家
族
の
一
員
、
愛
情

　
　
と
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！

　
あ
な
た
の
大
事
な
家
族
の
一
員
で
す
。

習
性
を
良
く
理
解
し
て
終
生
責
任
を
持

っ
て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
の
責
任

　
散
歩
時
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
手
シ
ャ
ベ

　
ル
な
ど
を
持
ち
、
フ
ン
は
必
ず
回
収

　
し
ま
し
ょ
う
。
フ
ン
に
つ
い
て
の
苦

　
情
が
か
な
り
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
マ
ナ

　
ー
は
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
小
さ
な
命
を
大
切
に

　
生
き
も
の
で
あ
る
以
上
生
殖
は
つ
き

　
も
の
。
子
犬
や
子
ね
こ
が
で
き
た
ら

　
困
る
と
思
っ
た
ら
、
子
犬
・
子
ね
こ

　
の
命
を
む
や
み
に
奪
う
前
に
適
切
な

　
処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
世
話
は
キ
チ
ン
と

　
ペ
ッ
ト
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
日

　
頃
か
ら
の
手
入
れ
が
一
番
大
切
で
す
。

　
変
だ
な
と
感
じ
た
ら
獣
医
さ
ん
に
相

　
談
し
ま
し
ょ
う
。

O
ね
こ
の
飼
い
方
は
キ
チ
ン
と

　
ね
こ
に
は
登
録
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん

　
の
で
野
良
ね
こ
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

　
り
ま
す
。
こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も

　
正
し
い
飼
育
や
生
殖
管
理
を
お
願
い

　
し
ま
す
。

二
法
律
は
社
会
の
ル
ー
ル
で
す
。

　
　
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
！

○
登
録
と
注
射
は
忘
れ
ず
に

　
犬
の
登
録
は
生
涯
一
回
、
狂
犬
病
予

　
防
注
射
は
毎
年
一
回
と
な
っ
て
い
ま

　
す
。
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
放
し
飼
い
は
絶
対
に
ダ
メ

　
放
し
飼
い
は
、
他
人
の
迷
惑
、
咬
傷

　
事
故
の
原
因
で
す
。
絶
対
に
し
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

O
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら

　
次
の
と
こ
ろ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場
環
境
整
備
課

　
盈
六
八
－
⊥
一
二
一
一

　
魚
沼
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

　
暦
〇
二
五
七
九
－
二
－
一
一
四
五

〇
犬
の
不
祥
事
は
飼
い
主
の
責
任

　
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
だ
ら
す
ぐ
保
健

　
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出

　
な
い
と
、
あ
と
で
問
題
と
な
り
処
罰

　
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
犬
が
死
亡
し
た
時
の
連
絡
先

　
環
境
整
備
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
犬
登
録
台
帳
を
抹
消
し
ま
す
。

○
今
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
が
事
情
で
飼

　
え
な
く
な
っ
た
ら

　
犬
・
ね
こ
と
も
一
頭
当
た
り
一
、
六
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○
○
円
、
子
犬
・
子
ね
こ
は
十
匹
ま
、

　
で
一
、
六
〇
〇
円
で
引
き
取
っ
て
も

　
ら
え
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
環
境
整

　
備
課
ま
た
は
魚
沼
動
物
保
護
管
理
セ

　
ン
タ
ー
へ
。

ー
犬
の
し
つ
け
教
室
－

一
　
一
般
的
な
こ
と

○
よ
い
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

　
し
つ
け
を
す
る
前
に
必
ず
、
飼
い
主

　
が
リ
ー
ダ
ー
（
主
人
）
で
あ
る
こ
と

　
を
教
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
良

　
い
リ
ー
ダ
ー
に
な
ら
な
い
と
、
飼
い

　
主
を
尊
敬
し
な
く
な
り
、
様
々
な
問

　
題
行
動
を
起
こ
し
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト

①
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
す
る
（
目
と
目

　
を
合
わ
せ
て
、
飼
い
主
に
注
目
さ
せ

　
る
こ
と
）
。

②
食
事
、
散
歩
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
犬

　
の
世
話
を
す
る
。

③
リ
ー
ダ
ー
が
先
に
食
べ
て
か
ら
犬
に

　
与
え
る
。

④
門
、
玄
関
も
出
入
り
は
、
リ
ー
ダ
ー

　
が
先
に
行
く
．

⑤
五
回
ほ
め
て
、
一
回
し
か
る
。

⑥
リ
ー
ダ
ー
は
一
緒
に
楽
し
く
遊
ん
で

　
く
れ
る
こ
と
を
教
え
る
。

○
よ
い
子
犬
を
選
ぶ

　
親
元
か
ら
離
す
の
が
早
過
ぎ
る
と
、

　
情
緒
不
安
定
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
。
子
犬
は
、
七
～
八
週
齢
ま
で
は

　
親
犬
に
育
て
て
も
ら
う
こ
と
が
理
想

　
的
で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト

①
尾
を
振
り
な
が
ら
近
寄
っ
て
く
る
子

　
犬

②
抱
き
あ
げ
て
も
抵
抗
し
な
い
で
、
嬉

　
し
そ
う
に
し
て
い
る
子
犬

③
大
き
な
音
に
驚
か
な
い
子
犬

○
人
間
社
会
に
よ
く
慣
れ
さ
せ
る

　
犬
が
人
間
と
一
緒
に
生
活
す
る
た
め

　
に
は
、
人
間
社
会
に
な
れ
る
こ
と
が

　
必
要
で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト

①
車
、
バ
イ
ク
、
電
車
な
ど
。

②
は
し
や
ぎ
ま
わ
る
子
供
、
見
知
ら
ぬ

　
犬
、
ね
こ
な
ど
。

③
風
で
あ
お
ら
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
花

　
火
な
ど
。

二
主
な
し
つ
け

○
ヨ
シ
と
イ
ケ
ナ
イ
を
教
え
る

　
全
て
の
し
つ
け
の
基
本
で
す
。
間
題

　
行
動
を
起
こ
す
前
に
、
ぜ
ひ
し
っ
か

　
り
と
教
え
ま
し
ょ
う
。

　
ポ
イ
ン
ト

①
よ
い
行
動
を
し
た
ら
、
す
ぐ
に
（
一
、

　
二
秒
）
心
を
こ
め
て
全
身
で
ほ
め
て

　
や
る
。

②
悪
い
行
動
を
し
た
ら
、
す
ぐ
に
「
イ

　
ケ
ナ
イ
」
と
強
く
短
ぐ
言
う
。

③
強
く
し
か
っ
た
り
、
た
た
い
た
り
し

　
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
フ
セ
・
マ
テ
・
ス
ワ
レ
を
教
え
る

　
毎
日
、
フ
セ
、
マ
テ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

　
グ
を
す
る
こ
と
で
、
服
従
心
を
向
上

　
さ
せ
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト

①
最
初
は
数
秒
か
ら
始
め
、
急
が
ず
忍

　
耐
強
く
行
う
。

②
す
ぐ
側
に
つ
い
て
、
姿
勢
を
く
ず
し

　
た
ら
直
し
て
や
る
。

③
良
く
で
き
た
時
だ
け
ほ
め
て
や
り
、

　
ほ
う
び
を
や
る
。

○
排
泄
場
所
を
教
え
る

　
飼
い
始
め
た
時
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ

　
い
。
必
ず
、
排
泄
直
前
の
行
動
（
臭

　
い
を
嗅
ぎ
ま
わ
る
、
床
に
鼻
先
を
お

　
と
す
、
中
腰
に
な
る
）
を
理
解
す
る

　
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト

①
ト
イ
レ
に
子
犬
の
尿
の
つ
い
た
物
を

　
置
き
、
臭
を
嗅
が
せ
て
教
え
る
。

②
排
泄
直
前
の
行
動
を
し
た
ら
、
ト
イ

　
レ
に
連
れ
て
い
く
。

③
排
泄
最
中
で
も
「
イ
ケ
ナ
イ
」
と
言

　
っ
て
、
ト
イ
レ
に
連
れ
て
い
く
。

④
ト
イ
レ
で
し
た
ら
、
十
分
ほ
め
て
や

　
る
。

灘
⑤
強
く
し
か
っ
た
り
、
た
た
い
た
り
し

　
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
愛
犬
の
し
つ
け
教
室
な
ど
ヘ

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
動
物
愛

　
護
教
室
で
実
施
し
て
い
る
教
室
に
参

　
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
ま
で
気
づ

　
か
な
か
っ
た
点
や
し
つ
け
の
ノ
ウ
ハ

　
ウ
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

三
犬
の
散
歩
の
服
装
例

①
帽
子
を
か
ぶ
る
。

②
運
動
で
き
る
は
き
物
を
は
く
。

③
手
シ
ャ
ベ
ル
、
フ
ン
を
入
れ
る
袋
を

　
持
つ
。

④
首
輪
、
ひ
も
は
し
っ
か
り
し
て
い
る

　
か
確
認
し
て
お
く
。
迷
い
犬
に
し
な

　
い
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　　蹴懸　

　
鐸騨，

獺

ド
　
　
　

騒
、

　
　
毒

大
の
登
録
と
狂
大
病
予
防

注
射
を
お
忘
れ
な
く

　
次
の
日
程
で
平
成
九
年
度
の
犬
の
登

録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

犬
を
飼
育
し
て
い
る
方
は
忘
れ
ず
に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
月
日
　
四
月
十
六
日
（
水
）

◆
会
場
及
び
時
間

会　　　場 時　　　　間

室島集落センター 午前9時10分～9時20分

克雪セ　ンター 〃9時30分～10時

小臼倉集落センター 〃10時20分～10時30分

高齢者コミセン 〃11時～11時30分

上野コ　ミ　セ　ン 午後1時～1時40分

総合セ　ンタ　ー 〃2時～3時

◆
持
参
す
る
も
の
　
継
続
登
録
の
方
は

　
通
知
ハ
ガ
キ
と
料
金
三
千
百
円
。
新

　
規
登
録
の
方
は
六
千
百
円
。
印
鑑
も

　
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
は
犬
の
フ
ン
に
つ
い
て
の
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
何
事
に
も

マ
ナ
ー
が
大
切
、
一
部
の
人
の
マ
ナ
ー

違
反
が
全
体
の
印
象
を
悪
く
し
か
ね
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑪9．4．10



春
ま
ち
、
人
ま
ち
、
心
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
二
百
人
が
ま
ち
を
語
り
合
う
「
お
ら

ど
こ
の
魅
力
再
発
見
！
」
と
題
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
三
月

十
六
日
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
で
開
か
れ
ま

し
た
。
よ
り
深
く
地
域
の
魅
力
を
見
つ

め
直
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
圏
域
六
市
町
村
（
十

日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、

松
代
町
、
松
之
山
町
）
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
に
思
い
を
寄
せ
る
二
百
人
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

午
前
は
全
体
会
「
い
っ
し
ょ
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
六
人
の
パ
ネ
ラ
ー

が
妻
有
郷
・
松
之
山
郷
へ
の
思
い
を
語

り
合
い
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
は
、
こ
の
圏
域
に
思
い
を

寄
せ
る
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
（
東
京
都
在

住
）
山
口
律
子
さ
ん
（
新
津
市
在
住
）
圏

域
に
移
り
住
ん
だ
島
田
有
介
さ
ん
（
横

浜
市
か
ら
津
南
町
へ
）
宮
崎
伸
夫
さ
ん

（
土
浦
市
か
ら
中
里
村
へ
）
圏
域
の
パ
ワ

フ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
太
田
祐
子
さ
ん
（
十

日
町
市
）
村
山
達
三
さ
ん
（
松
代
町
）
。

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
郷
土
の
輝
き
が
ま
ち
お
こ
し
、
む
ら

お
こ
し
の
原
動
力
で
、
悲
観
や
批
判
か

ら
は
何
も
生
ま
れ
て
こ
な
い
。

○
自
分
の
と
こ
ろ
の
良
さ
は
外
に
出
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

○
雪
が
あ
り
、
人
情
が
あ
り
、
よ
そ
者

に
優
し
い
ま
ち
が
気
に
入
っ
た
。

o
豊
か
な
自
然
の
中
で
自
分
の
作
っ
た

物
が
食
べ
ら
れ
る
。
こ
ん
な
贅
沢
な
こ

と
は
な
い
。
な
ど
。

　
ま
た
ほ
く
ほ
く
線
に
つ
い
て
は
、
「
物

が
人
を
呼
ぶ
の
で
な
く
、
心
が
人
を
呼

ぶ
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
結
論
づ

け
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

別
れ
て
の
分
科
会
「
み
ん
な
で
ト
ー
キ

ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
雪
、
農
業
、
食
、

行
政
と
議
会
、
文
化
芸
術
、
妹
都
市
交

流
、
圏
域
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
つ

い
て
、
広
域
連
携
の
も
と
で
ど
の
よ
う

に
地
域
お
こ
し
に
活
か
し
て
い
く
か
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

◆ψ◆ρ◆”ψ◆ψ◆ψ◆ψ◆ψφ”“φψ◆1ゆ◆謄φ慶◆ゆφ慶◆ψφ瀞◆”壷◆磯◆ゆ◆一・一槽ゆ礎◆一帝◆“ナ・◆一ψ◆ψ◆ψ◆ψ◆ψ◆…ψ◆一ゆゆψ◇ψ◆一一一＿＿＿＿か＿◆帝◆瀞，＿

安
協
に
女
性
部
が
誕
生

　
三
月
十
二
日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

川
西
町
交
通
安
全
協
会
の
女
性
部
結
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
部
の
結
成
に

よ
り
、
郡
市
四
市
町
村
全
て
で
女
性
部

が
結
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
式
上
、
安
協
の
藤
田
隆
策
会
長
は
「
日

常
生
活
に
お
い
て
家
庭
の
要
で
あ
る
女

性
が
中
心
と
な
っ
て
、
子
供
や
お
年
寄

り
に
優
し
く
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
な

が
ら
、
交
通
安
全
運
動
を
広
め
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
こ
れ
に
応
え
て

同
部
代
表
の
北
野
一
美
さ
ん
（
発
電
所

通
り
東
）
か
ら
「
力
を
合
わ
せ
て
、
交

通
事
故
撲
滅
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

と
決
意
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
部
は
千
手
、
上
野
、
橘
、

仙
田
の
各
地
区
か
ら
三
人
ず
つ

の
十
二
人
。
四
月
六
日
か
ら
始

ま
る
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

か
ら
本
格
的
な
活
動
に
入
り
ま

す
。
ご
活
躍
い
た
だ
く
皆
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

◆
千
手
地
区
　
北
野
一
美
（
部

　
長
）
、
高
橋
安
子
（
神
社
町
）

　
蔵
品
順
子
（
霜
条
）

◆
上
野
地
区
　
富
井
紀
久
子

　
上
野
）
、
土
田
フ
ミ
子

　
高
橋
輝
子
（
上
野
）

◆
橘
地
区
　
大
平
シ
ズ
イ

　
木
落
）
、
村
越
由
喜
（
野
口
） （

副
部
長
、

（
上
野
）
、

（
副
部
長
、

　
　
、

マ
～
‡
‡
◎
◆
；
；
～
も
2
◆
も
◆
‡
‡
；
‡
；
‡
も
◆
～
も
2
◆
奪
◆
‡
ξ
‡
◎
2
◆
‡
‡
‡
‡
奪
◆
‡
◆
2
◆
も
◆
”

　
　
　
　
沖
縄
か
ら
甘
い
贈
り
物

　
沖
縄
県
沖
縄
市
で
ボ
ー
リ
ン
グ
場
な

ど
を
経
営
し
て
い
る
上
原
清
善
さ
ん
（
七

十
六
歳
）
か
ら
、
　
「
学
校
の
教
材
に
使

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
三
百

本
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
上
原
さ
ん
は
、
沖
縄
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
毎
年
全
国
の
自
治
体

に
送
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
さ
っ

そ
く
町
内
各
小
学
校
に
配
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
橘
小
学
校
で
は
、
三
年
生
の
社
会
科

授
業
の
教
材
と
し
て
使
い
ま
し
た
。
子

供
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
甘
さ
を
確
か
め
、

南
国
沖
縄
の
生
活
や
産
物
な
ど
に
思
い

を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
を
手
に
大
喜
び
の

橘
小
三
年
生

　
　
田
口
秀
子
（
木
落
）

　
◆
仙
田
地
区
　
金
子
ヒ
ロ
子
（
副
部
長
、

　
　
岩
瀬
）
、
南
雲
光
江
（
中
仙
田
）
、

　
　
高
橋
光
子
（
田
戸
）

　
　
ヘ
ー
ル
・
ボ
ッ
プ
彗
星
を

　
　
　
　
見
つ
け
ま
せ
ん
か

　
　
一
九
九
五
年
七
月
に
二
人
の
ア
メ
リ

　
カ
人
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
以
来
、
そ

　
の
巨
大
さ
に
よ
り
多
く
の
天
体
フ
ァ
ン

　
星
。
空
気
の
澄
ん
だ
わ
が
町
で
、
こ
の

　
世
紀
の
天
体
シ
ョ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

φ
，
◎
◆
う
◆
も
◆
◎
◆
も
◆
撃
◆
奄
◆
◆
◆
噸
◆
も
◆
ら
◆
◆
◆
1
◆
噸
◆
1
◆
◎
◆
◆
◆

◆ψφψゆ0φψ◆ψψ’φψ◆ψφゆゆ

・
を
魅
了
し
て
い
る
へ
ー
ル
・
ボ
ッ
プ
彗

φψ

観
測
に
適
し

　
た
場
所
は
、

　
ナ
カ
ゴ
グ
リ

　
ー
ン
パ
ー
ク

　
や
県
道
小
白

　
倉
木
落
線

”
（
通
称
観
光

ゆゆ

”
道
路
）
な
ど
。

ゆ

“
夕
方
、
北
西

ゆゆ

弱
の
空
を
駆
け

ゆ

輔
抜
け
ま
す
。

写真提供南雲利夫さん（中屋敷）
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑭

　
明
治
初
年
の
妻
有
郷

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
柏
崎
県

庁
か
ら
次
の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
こ
ヤ
　
ク
ニ
　
　
タ
イ
セ
ツ
ノ
タ
カ
ラ

　
人
民
は
国
家
の
至
宝
　
繁
殖
の
上
に

　
　
　
　
コ
イ
ネ
ガ
ヘ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ラ
ビ
ニ

も
繁
殖
を
可
希
の
庭
　
妻
有
最
寄
井
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
カ
ハ
ラ
ズ

鄙
の
村
々
ニ
ハ
貧
富
に
不
抱
　
生
子
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ダ
テ
ズ

人
以
上
二
及
ふ
も
の
ハ
概
し
て
不
挙

　
　
ウ
ブ
ヤ
　
　
　
　
ヲ
シ
コ
ロ
　
　
　
　
　
　
オ
ロ
シ
ク
ス
リ

或
ハ
草
蘇
中
二
圧
殺
し
　
或
は
堕
胎
法

　
　
　
　
　
も
っ
て

を
用
ひ
侯
趣
以
の
外
の
事
二
候
　
か
か

　
ミ
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
シ
キ
ナ
ラ
イ

る
盛
時
二
当
り
　
右
等
の
悪
習
存
在
候

　
　
ハ
ナ
ハ
ダ
モ
ッ
テ
　
ア
イ
ス
マ
ザ
ル

て
ハ
甚
以
不
相
済
事
二
候
條
　
屹
度
可

相
改
　
若
猶
心
得
違
の
者
有
之
　
後
日

あ
い
あ
ら
は
る

相
顕
二
お
ゐ
て
ハ
当
人
ハ
勿
論
　
右
二

か
か
り
あ
え
　
と
り
あ
げ
ば
ば

関
係
候
穏
婆
　
医
者
二
至
る
ま
で
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ウ
ジ
ョ
ウ

々
可
処
巌
科
事
　
一
人
の
病
ハ
撮
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
タ
リ

不
行
届
と
　
時
候
の
感
触
と
よ
り
起
る

も
の
二
て
　
右
を
療
す
る
医
薬
と
い
ふ

も
の
を
被
立
置
候
二
　
辺
境
の
民
怪
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
こ
う
ら

二
眩
惑
し
　
重
き
人
命
を
軽
く
巫
祝
ト

な
い
　
　
し
ゅ
げ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゆ
う
し
や
う

笠
　
修
験
等
二
托
し
　
危
篤
二
至
り
始

　
　
　
　
タ
ノ
ミ
　
　
　
　
　
　
と
き
の
ほ
ど

て
医
者
を
乞
候
共
　
時
機
を
失
ひ
治
療

不
行
届
　
往
々
非
命
二
死
す
る
も
の
有

　
　
　
ソ
モ
ソ
モ

之
趣
抑
巫
祝
ハ
神
二
事
ヘ
　
ト
者
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ラ
イ

吉
凶
を
判
し
　
修
験
は
祓
除
を
事
と
す

　
　
　
　
　
　
　
す
こ
し

る
迄
の
事
二
て
　
毫
も
人
の
病
と
関
渉

　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
ぎ
や
う

無
之
も
の
の
処
　
本
色
の
医
を
差
置
狸

　
コ
　
フ

ニ
符
札
　
加
持
等
を
も
て
病
を
療
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ロ
カ
サ

と
希
ら
ハ
鄙
俗
の
愚
と
ハ
申
乍
　
余
り

と
ヤ
つ
　
り

道
理
を
不
弁
所
業
　
即
今
人
民
保
全
の

御
趣
意
二
惇
り
甚
以
不
相
済
事
二
候

岩
瀬

金
　
子
　
幸
　
作

　
向
後
若
心
得
違
の
も
の
相
聞
ゆ
る
二

お
ゐ
て
ハ
吃
度
筈
可
申
付
事

　
　
　
辛
末
六
月
　
　
柏
崎
県
庁

巡
査
様
に
密
告

　
大
意
を
記
す
ま
で
も
な
く
、
明
治
初

年
の
当
地
方
は
当
然
の
よ
う
に
堕
胎
、

圧
殺
が
あ
り
、
病
気
に
な
る
と
加
持
祈

薦
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
前
記
の
よ
う
な
、
柏
崎
県
庁
の
き
び

し
い
お
達
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
中

魚
沼
地
方
で
は
な
お
堕
胎
が
ひ
そ
か
に

行
わ
れ
て
い
た
。
明
治
八
年
七
月
に
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
そ
つ

設
さ
れ
た
十
日
町
警
察
所
の
羅
卒
（
巡

査
）
に
当
て
た
投
書
が
残
っ
て
い
る
。

　
当
小
区
○
番
組
○
○
村
平
民
○
○
の

妹
サ
ヨ
と
申
す
者
、
去
る
一
月
半
ば
頃

に
子
を
産
み
、
之
ハ
隠
し
子
ニ
テ
殺
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か

て
仕
舞
候
　
若
く
安
産
二
候
へ
共
、
逆

サ
ニ
産
ん
で
死
ん
だ
の
、
又
、
死
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
た
の
と
色
々
ミ
ョ
ウ
モ
タ
を
付

け
て
殺
し
候
　
気
の
毒
の
事
に
候

　
　
　
だ
た
い

　
籾
、
堕
胎
ハ
止
み
候
へ
共
　
産
ん
デ

殺
す
事
御
差
置
候
ハ
バ
行
末
愈
々
止
ま

ざ
る
事
と
存
　
此
段
上
申
奉
候
　
以
上

　
　
巡
査
様
御
手
許
江

　
上
野
千
手
は
小
三
区

　
明
治
九
年
五
月
に
、
川
西
地
方
は
新

潟
県
第
十
二
大
区
（
旧
中
魚
沼
郡
）
の

小
一
区
か
ら
小
三
区
に
編
入
さ
れ
る
。

　
第
十
二
大
区
　
小
一
区
　
野
口
村

仁
田
村
　
真
人
村
　
寺
ヶ
崎
村
　
木
落

村
小
二
区
仙
田
村
（
中
仙
田

室
島
　
桐
山
　
小
脇
　
高
倉
　
霧
谷

藤
沢
　
田
戸
　
越
ヶ
沢
　
赤
谷
　
岩
瀬

大
倉
　
大
臼
倉
　
小
臼
倉
　
大
貝
）

　
小
三
区
　
新
町
新
田
　
上
野
村
　
下

平
新
田
　
三
領
村
　
祖
師
村
　
星
名
新

田
　
小
根
岸
村
　
伊
勢
平
治
村
　
友
重

村
宗
正
村
高
原
田
村
鶴
吉
村

霜
条
村
　
坪
山
村
　
沖
立
村
　
中
屋
敷

村
水
口
沢
村
山
野
田
村
東
善
寺

村
上
新
井
村

観
音
様
の
奪
い
合
い

　
年
貢
や
課
役
を
免
除
さ
れ
る
な
ど
、

徳
川
幕
府
の
崩
壊
ま
で
朱
印
地
と
し
て

扱
わ
れ
て
き
た
千
手
観
音
堂
領
は
、
観

音
堂
と
長
徳
寺
の
ほ
か
に
門
前
の
百
姓

十
二
軒
を
含
ん
で
い
た
が
、
明
治
初
年

に
大
区
、
小
区
、
組
合
制
に
な
っ
た
こ

と
や
地
租
の
改
正
を
契
機
に
、
柏
崎
県

の
認
可
を
得
て
友
重
村
と
合
併
し
た
。

し
か
し
、
観
音
堂
領
が
長
い
間
水
口
沢

村
の
扱
い
に
属
し
て
き
た
こ
と
に
加
え

て
、
千
手
新
田
で
毎
年
催
さ
れ
る
千
手

い
ち市

と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
水
口
沢
、
中

屋
敷
、
上
新
井
、
東
善
寺
、
山
野
田
村

の
五
力
村
が
観
音
堂
領
の
友
重
村
へ
の

合
併
に
強
く
反
対
し
、
激
し
い
紛
争
が

十
余
年
間
続
い
て
村
々
が
混
乱
し
た
。

　
賛
否
両
論
が
く
り
か
え
さ
れ
る
な
か

で
、
柏
崎
県
は
観
音
堂
領
を
い
っ
た
ん

友
重
村
に
合
併
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

し
か
し
、
新
潟
県
に
な
る
と
、
　
「
合
併

の
儀
は
柏
崎
県
よ
り
引
き
継
い
で
い
る

が
、
大
蔵
省
の
許
可
を
経
て
い
な
い
の

で
従
前
ど
お
り
水
口
沢
村
に
帰
属
す
る

こ
と
」
と
友
重
村
と
の
合
併
不
許
可
が

申
し
渡
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
十

一
年
に
郡
区
町
村
編
成
法
が
施
行
さ
れ

る
と
水
口
沢
村
と
の
分
離
が
ふ
た
た
び

布
達
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
観
音
堂

領
の
所
有
を
主
張
す
る
千
手
新
田
五
力

村
は
再
度
の
分
離
反
対
を
唱
え
、
つ
い

に
は
観
音
堂
を
本
村
の
水
口
沢
村
に
移

転
す
る
間
題
に
発
展
し
、
い
く
た
の
曲

折
が
く
り
か
え
さ
れ
、
明
治
十
三
年
に

至
っ
て
友
重
村
と
の
合
併
が
よ
う
や
く

実
現
し
た
。

上
野
と
祖
師
村
の
合
併

　
明
治
十
年
に
「
小
村
は
で
き
る
だ
け

近
隣
の
町
村
と
合
併
す
る
よ
う

に
」
と
い
う
新
潟
県
の
布
達
が

あ
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
上
野

村
と
祖
師
村
が
ひ
と
つ
の
村
に

な
ろ
う
と
合
併
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
翌
十
一
年
九
月
に
、

新
潟
県
令
代
理
の
臼
上
直
方
大

書
記
官
あ
て
に
大
要
次
の
合
併

願
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
上
野
、
祖
師
の
両
村
は
、
古

来
の
開
発
経
過
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
耕
地
が
入
り
組
ん
で
お
り
、

ひ
と
つ
の
村
に
見
え
な
が
ら
行

政
は
扱
い
を
別
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
村
民
の
生
活
や
行
政

の
面
か
ら
み
て
不
都
合
は
計
り

知
れ
な
い
。

　
地
所
の
入
り
交
じ
り
を
始
め
、

鎮
守
様
、
火
葬
場
、
墓
地
等
の
共
用
や

道
普
請
、
諸
入
用
等
も
、
す
べ
て
の
費

用
を
一
村
同
様
に
ま
か
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
こ
の
さ
い
両
村
が
合
併
し
、

名
実
と
も
に
一
村
の
地
域
共
同
体
と
し

て
の
機
能
を
維
持
し
、
仲
良
く
生
活
し

て
い
く
こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
県
が
両
村
の
願
い
を
容
れ
て
合
併
が

実
現
し
た
の
は
明
治
十
六
年
四
月
二
十

五
日
の
こ
と
で
、
上
野
村
と
祖
師
村
の

合
併
は
川
西
地
方
に
お
け
る
町
村
合
併

の
第
一
号
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
合
併
の
当
初
は
新
村
名
を
上
野
町
村

に
し
た
い
と
望
み
、
さ
ら
に
格
上
げ
し

て
上
野
町
に
し
た
い
と
県
に
働
き
か
け

た
が
実
現
に
い
た
ら
ず
、
祖
師
村
の
名

が
消
え
て
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
上
野
村

に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。

柏
崎
陣
屋
跡
及
び
柏
崎
県
庁
跡
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国
保
診
療
所
か
ら

　
　
臨
時
休
診
の
お
知
ら
せ

　
四
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
の
両
日

を
臨
時
休
診
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

四
月
二
十
三
日
（
水
）
の
次
の
診
療
日

は
二
十
八
日
と
な
り
、
四
日
間
休
診
と

な
り
ま
す
。
投
薬
等
の
必
要
な
方
は
早

目
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
は
四
月
二
十
一
日
ま
で

　
税
務
課
窓
口
で
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。
期
間
内

は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
期
間
　
四
月
二
十
一
日
（
月
）
ま
で

　
（
た
だ
し
、
土
曜
・
日
曜
日
は
休
み
）

◆
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五

時
＋
五
分

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

　
毎
年
十
一
月
三
日
に
旧
臼
倉
小
学
校

で
行
わ
れ
る
臼
倉
自
慢
会
に
ジ
ャ
ン
ボ

カ
ボ
チ
ャ
を
出
品
し
ま
せ
ん
か
。
昨
年

度
の
優
勝
は
九
十
二
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

（
三
年
連
続
の
優
勝
者
が
い
ま
す
）
。

町
長
賞
ほ
か
豪
華
賞
品
も
あ
り
ま
す
の

で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
先
着
百
人
の
方
に
無
料
で
苗

を
お
分
け
し
ま
す
の
で
、
五
月
十
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
岱
六
九
－
二

五
四
四
、
F
A
X
六
九
－
二
五
四
四
、

江
口
正
志
ま
で
。

あ
な
た
の
声
が
道
づ
く
り

　
　
　
　
に
い
か
さ
れ
ま
す

　
建
設
省
の
諮
間
機
関
で
あ
る
道
路
審

議
会
で
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
の
道
路

整
備
の
方
向
性
や
進
め
方
等
に
つ
い
て
、

昨
年
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト
」
を

作
成
し
、
道
路
利
用
者
で
あ
る
み
な
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
道
路
審
議
会
基
本
政
策
部
会
で
は
、

そ
の
貴
重
な
意
見
を
基
に
、
今
後
の
道

路
政
策
の
方
向
性
や
進
め
方
等
に
つ
い

て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
と
し
て
作
成
し

ま
し
た
の
で
、
も
う
一

度
み
な
さ
ん
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

そ
し
て
み
な
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
を

反
映
し
た
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
『
新
た
な
道
路
計
画
』
を
策
定
し
、

政
府
に
そ
の
実
行
を
求
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
入
手

さ
れ
た
い
方
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
建
設
省
長
岡
国
道
工
事
事
務
所
調
査

　
課
暦
〇
二
五
八
－
三
六
ー
四
五
五
一

〇
新
潟
県
土
木
部
　
道
路
建
設
課

　
智
〇
二
五
ー
二
八
五
－
五
五
一
一

〇
新
潟
県
十
日
町
土
木
事
務
所
　
計
画

　
調
整
課
　
暦
〇
二
五
七
－
五
七
－
五

　
四
〇
八

○
川
西
町
役
場
　
建
設
課
　
盈
六
八
－

　
三
一
一
一
（
内
線
三
二
一
）

新
規
学
校
卒
業
者

　
　
求
人
受
理
説
明
会

◆
日
時
及
び
会
場

〇
四
月
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十

　
分
か
ら
　
ク
ー
ス
ー
0
　
中
ホ
ー
ル

〇
四
月
二
十
二
日
（
火
）
午
後
二
時
か

　
ら
　
津
南
町
役
場
　
大
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
十
日
町
公
共
職
業

　
安
定
所
　
盈
五
七
ー
二
四
〇
七

十
高
吹
奏
楽
部

　
　
　
　
　
定
期
演
奏
会

◆
日
時
　
四
月
十
三
日
（
日
）
午
後
一

　
時
三
十
分
開
場
、
二
時
開
演

◆
会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
演
奏
曲
目
　
呪
文
と
踊
り
、
ア
パ
ラ

　
チ
ア
ン
序
曲
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
フ
ァ

　
ン
テ
ィ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
！
　
ほ
か

自
衛
官
募
集

　
平
成
九
年
度
七
月
採
用
者
の
二
等
陸

士
・
海
士
・
空
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格
　
採
用
予
定
月
の
一
日
で
、

　
満
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
人

◆
試
験
科
目
　
学
科
試
験
、
身
体
検
査
、

　
適
性
検
査
、
口
述
試
験

◆
受
付
期
間
随
時

◆
試
験
日
　
四
月
二
十
四
日
・
五
月
二

　
＋
一
日

◆
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先
　
自
衛
隊

　
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所

　
〒
九
四
〇
　
長
岡
市
千
歳
一
ー
三
－

　
二
＋
七

　
暦
〇
二
五
八
－
三
三
1
0
二
五
六

　
働
新
潟
県
環
境
保
全

　
　
事
業
団
で
職
員
募
集

　
こ
の
事
業
団
は
、
　
「
新
潟
県
民
の
快

適
で
住
み
良
い
生
活
環
境
の
確
保
と
産

業
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
、
平
成
四
年
十
月

に
新
潟
県
及
ぴ
市
町
村
並
ぴ
に
経
済
金

融
団
体
等
か
ら
の
出
掲
金
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
公
益
法
人
で
、
次
に
よ
り
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
等
　
総
務

　
・
会
計
事
務
及
び
営
業
活
動
業
務
を

　
行
う
事
務
職
を
若
干
名

◆
受
験
資
格
　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二

　
日
か
ら
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
人
で
、
四
年
制
大
学
を

　
卒
業
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
程
度
の
学

　
力
を
有
す
る
人
。
た
だ
し
、
受
験
制

　
限
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

◆
応
募
受
付
期
間
　
平
成
九
年
五
月
六

　
日
（
火
）
か
ら
平
成
九
年
五
月
十
五

　
日
（
木
）
ま
で
。
郵
送
（
書
留
）
の

　
場
合
は
当
日
消
印
有
効
で
す
。

◆
試
験
方
法
、
日
時
等

　
一
次
試
験
…
筆
記
試
験
、
五
月
二
十

　
一
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま

　
で
。

　
二
次
試
験
…
面
接
試
験
（
一
次
試
験

　
合
格
者
の
み
）
、
六
月
五
日

◆
採
用
　
平
成
九
年
七
月
一
日
予
定

◆
受
験
手
続
き
等
　
事
業
団
に
必
要
書

　
類
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〒
九
五
〇
　
新
潟
市
新
光
町
五
－
一

　
働
新
潟
県
環
境
保
全
事
業
団
　
総
務

　
課
盈
〇
二
五
ー
二
八
五
－
六
六
六
一

五
月
四
日
は

　
　
　
　
　
山
菜
ま
つ
り
へ

　
山
の
恵
み
を
味
わ
う
会
と
し
て
人
気

の
高
い
「
山
菜
ま
つ
り
」
。
山
菜
取
り

ツ
ア
ー
や
山
菜
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
な

ど
、
今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
同
ま
つ
り
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
ひ

◆
月
日
　
五
月
四
日
（
日
）

◆
参
加
費
　
三
、
○
○
○
円

◆
会
場
　
仙
田
小
学
校
体
育
館
及
び
仙

　
田
地
域
の
山
野

欝

納
税
等
ロ
座
振
替
の

再
振
替
日
が
変
わ
り
ま
す

　
納
税
等
の
口
座
振
替
日
（
毎
月
二
十

八
日
。
休
日
等
の
場
合
は
金
融
機
関
の
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翌
営
業
日
）
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
が
、

振
替
日
に
引
き
落
と
し
で
き
な
か
っ
た

方
の
再
振
替
日
を
次
の
よ
う
に
変
更
し

ま
す
。
振
替
日
等
は
毎
月
二
十
日
発
行

の
広
報
か
わ
に
し
お
知
ら
せ
版
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
再
振
替
日
に
引

き
落
と
し
で
き
な
い
方
に
は
、
督
促
状

を
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
振

替
日
真
近
に
な
り
ま
し
た
ら
残
額
の
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
各
月
の
再
振
替
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

四
月
は
五
月
八
日
、
五
月
は
六
月
五

日
、
六
月
は
七
月
八
日
、
七
月
は
八
月

五
日
、
八
月
は
九
月
五
日
、
九
月
は
十

月
七
日
、
十
月
は
十
一
月
六
日
、
十
一

月
は
十
二
月
八
日
、
十
二
月
は
一
月
九

日
、
一
月
は
二
月
五
日
、
二
月
は
三
月

十
日
、
三
月
は
四
月
七
日
と
な
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
す

　
　
役
場
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
四
月
一
日
付
で
事
務
職
二
人
を
採
用

し
ま
し
た
。
写
真
右
か
ら
、
住
民
課
国

保
係
　
藤
巻
輝
美
（
発
電
所
通
り
西
）
、

総
務
課
行
政
係
　
小
川
康
男
（
岩
瀬
y

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
町
成
人
式
は
五
月
三
日
で
す

　
　
町
の
春
の
風
物
詩
と
い
え
る
成
人
式
。
　
十
分
か
ら
（
入
場
は
九
時
十
分
ま
で

　
該
当
者
は
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
お
い
　
　
に
お
願
い
し
ま
す
）

　
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
会
場
　
川
西
中
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
◆
日
時
　
五
月
三
日
（
土
）
午
前
八
時
　
◆
講
師
　
麻
E
．
M
．
1
代
表
取
締
役

　
　
三
十
分
受
付
開
始
、
式
典
は
九
時
三
　
　
社
長
　
堤
　
江
実
氏

㍉
噂
◆
蔭
｝
曝
◆
も
◆
毒
◆
も
◆
象
◆
奪
◆
聾
9
陰
◆
生
．
◆
も
◆
も
◆
も
◆
辱
◆
ユ
婁
◆
も
◆
毒
，
マ
◆
毒
◆
等
◆
毒
◆
急
◆
も
◆
‘
碧
◆
≒
◆
毒
1
も
◆
毒
◆
も
◆
墾
◆
毒
◆
筆
◆
≒
◆

…
　
4
わ
に
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
泉
寺
無
縁
仏
に
春
の
供
華

㎜
　
畔
壇
山
．
同
崎
正
風
選
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

｝
村
田
銃
飾
る
湯
宿
や
蕃
崩
　
　
墾
会
の
念
佛
の
鉦
遠
く
よ
り

｝
大
雪
崩
お
化
け
岩
魚
の
渕
埋
め
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

“心

　
　
　
　
　
　
水
口
沢
　
高
橋
　
願
似
戒
の
句
碑
薄
化
粧
せ
る
春
の
雪

㎜
雪
解
け
の
道
び
ち
ゃ
び
ち
ゃ
と
孫
楽
し
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

“”

ぬ
い
ぐ
る
み
み
ー
ん
な
干
せ
ば
風
光
る
　
鶯
の
声
山
里
に
下
り
て
来
し

｝
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

“｝

地
下
足
袋
を
揃
へ
て
あ
り
し
遍
路
宿
　
　
日
脚
伸
ぶ
去
年
よ
り
増
え
し
万
歩
計

㎜
蜆
汁
口
を
開
か
ぬ
二
2
二
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

“｝
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人
　
丹
沢
の
白
き
連
峰
春
め
け
る

｝
大
い
な
る
野
鼠
の
穴
あ
り
蕗
の
墓
　
　
　
　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
固
二

““

幼
児
と
寝
息
重
ね
て
春
眠
す
　
　
　
　
　
霜
晴
れ
て
浅
黄
色
な
る
糸
柳

｝
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い
　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

“｝

拒
否
い
じ
め
な
き
過
疎
校
や
卒
業
す
　
　
杉
木
立
雪
残
り
お
る
伽
藍
か
な

嗣
不
揃
は
地
種
と
言
わ
れ
芋
の
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

“｝
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生
　
豊
作
の
印
し
と
も
言
う
斑
雪

釧
落
椿
踏
ま
ず
に
よ
け
て
行
き
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

か

”
便
箋
を
ひ
ら
け
ば
寒
の
便
り
か
な
　
　
　
入
学
の
子
の
旅
立
ち
や
は
だ
れ
雪

ひ

御
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

ゆ

樽
丈
低
く
早
や
タ
ン
ポ
ポ
の
咲
き
て
い
し
　
　
京
菓
子
の
色
に
遊
び
て
雛
飾
る

ひ

御
こ
ぼ
れ
種
な
り
し
も
咲
き
て
桜
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

ボ

鱒
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え
　
新
し
き
土
を
重
ね
し
巣
の
つ
ば
め

ひ

酬
雪
消
え
を
追
い
つ
つ
囲
解
き
行
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

ザ

齢
雪
囲
解
き
し
厨
の
朝
餉
か
な
　
　
　
　
　
囲
ひ
解
く
桜
若
木
の
花
芽
か
な

ひ

御
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志
　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

ゆ

齢
沈
丁
花
紅
白
添
ふ
て
咲
き
に
け
り
　
　
　
春
風
の
川
を
挾
ん
で
凧
上
る

ひ

創
　
　
　
　
　
　
府
中
市
　
喜
多
　
　
保
　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

か

”
除
雪
車
の
働
く
音
に
目
覚
め
け
り
　
　
　
せ
せ
ら
ぎ
に
舟
を
流
し
て
子
等
駆
け
る

ゆ

御
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平
　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

ぴ““

ふ
き
の
と
う
歩
き
な
が
ら
に
摘
み
行
き
ぬ
　
御
僧
の
孫
抱
い
て
お
り
庫
裏
の
ど
か

㎜
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛
　
　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

“　

躍
動
を
始
め
し
越
の
雪
の
果
　
　
　
　
　
外
燈
の
光
り
う
る
み
ぬ
雪
解
霜

釧
　
　
仁
田
戸
田
貞
　
　
元
町
田
畑
旭
昇

「
健
康
づ
く
り
一
〇
〇
日
実
践
運
動
」

　
　
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
「
健
康
づ
く
り
」
言
う
の
は
簡
単
で

す
。
毎
日
の
実
践
と
な
る
と
…
…
。

　
健
康
は
、
長
い
人
生
を
楽
し
く
、
豊

か
に
墓
ら
す
た
め
の
か
け
が
え
の
な
い

土
台
で
す
。
そ
の
基
本
原
則
は
、
　
「
栄

養
」
「
運
動
」
「
休
養
」
の
三
本
の
柱

か
ら
な
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
習

慣
で
す
。

　
「
栄
養
」
は
、
私
た
ち
の
命
を
保
ち
、

身
体
を
成
長
さ
せ
、
心
身
を
発
達
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
多
様
な
食
品
で
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
そ
し
て
、
心
の
ふ
れ

　
「
運
動
」
は
、
体
力
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
新
陳
代
謝
を
促
進
し
ま
す
の
で

生
活
習
慣
病
（
成
人
病
）
の
予
防
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
休
養
」
は
、
疲
れ
た
身
体
を
い
や

し
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
明
日
へ
の

活
力
を
養
い
ま
す
。
「
休
養
」
は
、
「
休
」

と
「
養
」
の
二
つ
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

「
休
」
は
、
心
と
身
体
を
ゆ
っ
く
り
休

め
疲
労
回
復
を
は
か
る
こ
と
。
　
「
養
」

は
、
明
日
へ
の
気
力
、
英
気
を
養
う
こ

と
を
さ
し
て
い
ま
す
。

　
「
栄
養
」
　
「
運
動
」
　
「
休
養
」
は
、

車
の
車
輪
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
密

接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
私
た
ち
の
健

康
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
健
康
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
健
康
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
づ
蜀

餐
齢
け
ぎ
易
巌
効
懇
趣
遷

た
だ
く
た
め
に
行
っ
て
い
享
・
ジ
ヨ
鞠

ギ
ン
グ
・
体
操
・
な
わ
と
び
・
何
で
も
鱒

結
構
で
す
．
町
で
用
意
し
ま
し
た
カ
ー
認

ド
を
一
日
一
マ
ス
づ
つ
塗
り
つ
ぶ
し
て
爾
魎

婁
馨
熱
蓑
範
鵡

く
り
実
践
一
〇
〇
日
運
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
運
動
は
、

あ
う
楽
し
い
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
覚
し
、

し
上
げ
ま
す
。
長
く
続
け
る
こ
と
は
大

変
で
す
。
自
分
の
体
力
年
齢
を
十
分
自

　
　
　
無
理
の
な
い
運
動
か
ら
は
じ
め

ま
し
ょ
う
。

⑱9．4．10



㊧
戸
籍
の
窓
額
犠
婦

葛
蓄
き
き
径
り
φ
葛
名
嵐

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

丸
山

羽
鳥

庭
野

田
中

古
沢

野
沢

一か真ま　わ　勇ゆ優穿純鴇
罵実・戦吾皇福耀
美浩み　紀新旬秀幸昌洋和
佐ゆ実
子和き　子一子樹子彦子之

野上野東伊根　　　　善
口野口寺友深

　
表
紙
の
写
真

　
三
月
十
六
日
、
野
口
集
落
を
は
じ
め

と
す
る
九
団
体
協
賛
に
よ
る
野
口
十
組

対
抗
雪
上
綱
引
き
大
会
が
野
口
集
落
セ

数大大高平田山丸星　　　＿
藤久嶋橋野畑田山名昇蔵羽た
伊保佐　 チ和佐天　　か
藤籍睦瑠賄乱品鳥凱
　　　　　　　　　ヤコロ　　　　　　　　　　　　　　セロ

858178767672656563め紀貴1
痛靖二豊夜睾莉莉毬い子士ご
　　　閏　　　コ＿福　　　円
一孝夫吉二雄也廊郎を霜伊満
一一一））一）一一祈　　 に

沖野新田発元仁学高る　条友
立口署戸蟹，丁田縮　客

　　田　西
■■g“■じ■■じ一■■じO■■D■■9■■D■■D■■9■■■0■D6■■一　一嘲■D一■■9■■9『■■●■D　O周■■一■■9
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ン
タ
ー
脇
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
春
を
グ
グ
ッ
と
引
き
寄
せ
る
よ
う
な
楽

　
野
口
集
落
は
、
一
一
六
世
帯
と
い
う

町
内
で
も
屈
指
の
大
き
な
町
内
と
あ
っ

て
、
大
会
は
大
盛
況
。

雪
国
な
ら
で
は
の
発
想
か
ら
生
ま
れ

た
こ
の
種
目
、
雪
に
足
を
滑
ら
せ
な
が

小
海
桂
三
郎
86
（
桂
三
郎
）
あ
か
ね
園
雛

村
越
　
ハ
ル
8
7
（
　
篤
　
）
野
　
口
　
器

　
　
（
3
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）
　
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

ら
の
熱
戦
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

い
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
ま
た
、
無
料
の
豚
汁
や
お
餅
、
わ
た
　
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

が
し
な
ど
に
舌
鼓
を
打
つ
姿
も
見
ら
れ
、
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

し
い
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

鴇

，
．
（
9

　
0
）

’
ー
ハ
匂
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4月13日富田医院（神明町）

　　　8　52－3269
　　〃　中条病院（中条）

　　　857－3018
　20日山口医院（袋町中）

　　　8　52－2174
　27日第二藤巻医院（上　野）

　　　盈68－2018
　　〃　津南病院（津南町）

　　　盈　65－3161
　29日山口医院（下条）

　　　費55r2003
5月　3日大熊内科医院（山本1）

　　　費　52－7066
　　4日池田医院（本町西）

　　　盈52－2581
　　5日至誠堂医院（西浦町）

　　　盈　52－3276
　11日中条病院（中条）
　　　盈　57－3018

〉
「
マ
ラ
ソ
ン
」

　
6
年
生
春
日
若
菜
さ
ん

　
ヨド

ん
ん
ん

ン
さ
さ
さ

ラ
南
美
梢

リ
　
裕

ア
品
山
品

フ
サ
蔵
村
蔵

「
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

．
品
ん
ん
ん

、
作
さ
さ
さ

同
奈
子
夏

、
共
幸
予
千

　
　
　
基

牲
楽
蓬

5
吉
4
星

▲響01
　　　　　　ロゆゆ1、へ◇　　＼〆＼〈ハハ＿
▲「うさぎさんとさんぽ」

　3年生高橋奈々恵さん

癬
、

・
盤

禁
んだ！」

　
類

灘
．
磯
縷
誰

学年は新学年で掲載しました

　
　
　
ヤ
も
ノ

撫
．
』

、
凌
溢

蕪難幾

八
千
手
小
学
校
了
1

●休日救急医

てり
誓

▲「力を合わせて雪像作り」

　6年生高橋　貢くん

9．4．10⑱

しぬトリ　ゆごド
▲「雪合戦」
　4年生齋木悠矢くん

▲5年生共同作品
　「ランドタワーと遊びの国」

　半藤勇輝くん、数藤正文くん
　貴田裕明くん

（5月号は上野小学校です）


